古筆の模刻　『浪華帳仮名巻』影印・飜字・解説 by 高田 信敬
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解題『浪華帖仮名巻」は、大阪の書家森川世黄（一七六一～一八三○）の撰・刊行になるものであって、書状文書を主体とした「集古浪華帖」の続篇たるべく仮名古筆資料を数多く収めている。「集古浪華帖」五巻は文政二年（一八一九）の刊記を、「浪華帖仮名巻」二巻は翌三年の践文を有す。両者を比較する 、本篇たる「集古浪華帖」の方が手のこんだ丁寧な作りとなっていて、今は供してしまった原拠資料の代役を十分にはたしうるもの いえる。しかし、ここに影印・雛字する「浪華帖仮名」もま 、刻・刷ともやや見劣りがするとは言え、いくつかの学界未紹介の古筆切や原拠資料の所在のいまでは明かにしが いものが含まれていてｌ詳しくは後の解説に就かれた ｌ や り注目すべき模刻本なのであさて、個別的断片的にはすでに国文学者・書道史家によって考察が進
められてきている『浪華帖仮名巻」だが 全体 わたる論述は、管見の及ぶ限り一つもない。この書物に含まれる古筆資料の性格と価値とを見定めるた には、一種 模刻専門調であったと思 れる編者森川世黄 伝記研究、原拠資料をいかなる貴神豪家に仰い かの調査等も必要となる。今回はかかる多面的な考察の基礎たるべく、本文を影印・錬字、簡単
古筆の模
「浪華帖仮名巻」影印・識字・解説
刻
’『浪華帖仮名巻』と「梅園奇賞』Ｉ
解説を付して公刊することとした。その彫版の完壁、摺刷の華麗という点で「千とせのためし』に一篝を輸するも、書跡資料のみの模刻集としては屈指の力篇たるこの「集古浪華帖」「浪華帖仮名巻」の研究が、爾後積み重ねられてゆくことを期待 次第である
影印に用いた原本は、国文学研究資料館蔵（し２１侭）で、上下二巻
合一冊、二九・九×一二・三糎、やや虫損あるも りは概して佳良である。なお本書にはごく大ざっぱな伝称筆者名表記のほかは、切名・伝来等何の説明もなく、かつ料紙 大きさを通例の模刻本 ようには枠で示すことをしていないので、一 一点の資料がど から始まりどこで終わるのか判然としがたい。したがって推測に推測 重ねて原拠資料を比定せざ を得ぬ個所も数多あり、とんでもない誤解や矛盾 お し いることと思われる。大方 批正を乞 たい。
解説に際しては、一々明記しないが春名好重「古筆大辞典」の恩恵を
蒙った。記して謝意 表す。
高田信敬
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⑤森川世黄は元来私家版として印行したものであろうが、天保一○年（一
八三九）に大阪の書騨今津屋辰三郎より売弘めの願いが出されている（蝿癖大阪出版書籍目録」）。世黄没後九年のことであった。また明治刷とおぼしきものも存在する。資料館蔵本の位置を初刷りから明治刷りまでのどのあたりにおくかは今後諸本の書誌的調査を俟って決定すべきだが、概してかな 早い頃の印行と思われる。
側資料の提供源のすくなくとも一つは近ま
れる。いずれ機会を見て別に考えたい。
っは近衛
（註）
仙小野道風書状（巻二所収）はその最たるものであって、現在一つも残っ
て ない彼の書状十三通の模刻が、書道史研究上の貴重資料としてしばしば引用転載される。
②萩谷朴『平安朝歌合大成」は本書を広く利用したものの一つである。③「集古十種」の編纂に参画、今回影印・識字する『梅園奇賞」や、水
野忠邦編「野泉帖」への寄与、古器物図録た 「文華帖」の編刊など、曇凡例一、難字は通行の字体を以ておこなう。
べく原本に忠実であることを心がけた。一、模刻された各資料には、一連番号資料には、二一、典拠とした文献は左の如し。
この種 仕事に練達の人であったらしい
家周辺ではなかったかと推さ
（⑩～鯛）を付す。ただし仮名遣い、字配りはなる
勅撰集「新編国歌大観」万葉集『国歌大観』私家集「私家集大成」和漢朗詠 日本古典文学大系』
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左のすはまちひさきませゅひてなてしこふたもと引うへたるにゆひつけたる
なてしこにけふは心をかよはしていかにかすらんひ ほしのそらときのまにかすとおもへとたなはたにかつをしまる勘なてしこのはな
すはまのつるのくひにゆひつけたりける
かすしらぬまさこをふめるあしたつはよはひをきみにゆつるとそみる
るりのつほにはなさしたるたいのしきものにはまにあしてしてぬへる
なてしこのはなのかけさすかはへにはみとりのいるもみえすそありける
おなしすはまのなてしこに けたる
たなはたやわきてそむらんなてしこのはなのこな はいるのまされる
子
むしのねにつけたる
松むしのしきりにこゑのきこゅるはちとせかさぬる心なりけり
右のすはまにませゅひてなてしこ
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おほくひをうへたりそのませにひはたるいもつるのはに
かねもり
よるつよにみるともあかむいろなれやわかまかきなるなてしこのはな
そのすはまのこシろはに水てにて
よしのふ
に（ママ）
とこなつのはなもみきはさぬきれは秋まていろはふかくみえけり
かねもり
ひさしくもにほふへきかなあきなれとなほとこのなっの花といひつ夢
たなはたひこほしくものうへにありまたつりしたるかたなとありすはまのすさきに水てにて
よしのふ
ちきりけむこぁろそなかきたなはたきてはうちふすとこなつのはな
ち
ちむのいはをシくるほうをつ弾にてなてしこうへたるにつけたる
よしのふ
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⑱三番野花
左勝
史大夫成時
みやきのシこはきかはらの花さかりからにしきともみえわたるかな右上総大夫惟清としをへてのへのはなをは見つれともかはかりにほふあきはなかりき よ卦をへていろもかはらぬなてしこもけふのためにそにほひましけるとなむありけるこれをうちゐる人ノ、おのかひきノー、こシろｊ、にいひつくると
てあめり
左
かちわたりけふそぁふへきあまのかはつれよりことにみきはおとれは
右
あまのかはみきはこよなくまさるかないかにしつらむ さシきの し
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俊忠卿
伽尋失恋
一番左ねうはうくれことにたつねわひつシゆくかたもしらぬこけちにまとふころかな右かへし
まさかい
さりともとたつねこしちのかたもなくあとをたにみてかへる山かな
⑲摂政右大臣のときの家の歌合
に述懐の歌とてよめる
源師光
いまはたシいけらぬものに身をなしてうまれぬのちのよにもふるかな
仁和寺後入道法親王覚性
はかなさをうらみもはてしさくら花うきよはたれも心ならねいかてわれひまゆくこまをひきとめてむ しにかへるみちをたつねん
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側御返し
よそなからたつ秋かせのいかなれやのへにたもとはわかれぬものを
山てらにおはしましけるに風いたうふきてやのうへのみなふきこほ
（？。）
たれたるひまよりつきのもりいりて御そてにうつりたるを
やまさとのふかきいたまにふゆのよのかさまもつきもそてにいてにける
さい宮のかみの大夫 きこえさせ給 或人云このうたおもふをんなをおきてみまかりにけるをとこのむすめのゆめにこれかのをんなにとらせよとてよ 侍ける
むすめかのをんなのもとにやるとてよみ侍ける
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（？。）
伽かりのくるみれのあさきりはれすのみ
（？。）
おもひつきせぬよのなかのうさ
をの勢たかむらの朝臣
（ママ）
しかりあとてそむかれなくにことしあれはまつなけかるシあ うよのなか
かひのかみにはへりけるときに京にま り ほりける人につかはせりける
をの騨さたき
（ママ）
宮こ人いかにとシは湯山かたかみはれ
（ママ）
ぬくもゐわふとこたへよ
ふんやのやすひてみかはのせうになりてぁかたみにはえいてた易し囹といへりかへりことによめりける
をの弾こまち
わひぬれはみをうきくさのねをたえてさそふみつあらはいなんとそおもふ
たいしらす
あはれてふことこそうたてよのなかはおもひはなれぬほたしなりけれ
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側こひしねとするわさならしぬはたまの
夜るはすからに夢にみえつぁなみたか まくらなかるシうきねにはゆめもさ にみえすそ在ける恋すれは我身は けと成にけりさりとて人にそ ぬものゆへかシリ火にあらぬものからなそも くなみたのかは うきて ゆらん
側きていはくえのうはそくはかりことを
なしてくにをかたふけむ すといふ
伽すかねのあそん
秋かせにこゑをほにあけてくるふれはあま
（ママ）
のとわたるふにさりける
側
しのひあまりをつるなみた
を
せきかへしおさふる袖ようき名もら
すな
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０Ｏ
伊勢
さっき来者なきも不理南ほ登々支数またしき時の声を聞はや
読人不知
五月待はな橘の香をかけはむかしの人のそてのかそする
０’
伊勢大輔
池水のよぁにひさしくすみぬれは底のたまも蚤ひかりみえけり
天喜四年皇后宮歌合に祝の心をよみ侍ける
側おいらくのこむとしりせはかとさ
してなしとこたへてあはさらま
しを
このうたはむかしありけるみたり おきなのよめるとなむ
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側なにはっにさくやこのはなふゅこもり
いまは春へとさくやこのはなたまくしけふたとせあはぬきみかみをあけなからやはあらむとおもひしあしひきの山かくれなるほと易きすきく人もな ねをのみそ くあまつ風く のかよひちふきとちよをとめのすかたしはしとシめむしらなみ よするな さによをすくすあまのこなれはやともさたいっこにか身をはよせましよのなかにおいをいとはい人 なけいにしへののなかのしみつぬるけれともとのこシろを る人そくむ
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いめともしらすありてなけれはしらしらし参らけたるよの月かけにゆきかきわけてうめのはなをる むかしをはかけてとおもへとかくはかりあやしくめにもみっなみたかなよろつよをみかさの山そよはふなるあめのしたこそたの かるらしたのめつシこぬ あまたになりぬれはま しとおもふそまつにまされよの かを にシたとへむうつシとも
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無名氏
鯏たまかつらはなのみさきてみならすは
たかこひにあらめわかこひおもふをわかさとにおほゆきふれりおほはらのふりにしさとにふらまくはのちわかをかのおかみ いひてふらしむるゆきのくたけてそらにちるかもいにしへにこふらんと はほと湧きすましてやなきしわかこふるこみよ のシたまぁつのえははしき もきみかみことをもちてかよはくあきのたのほむけのよする たよりにきみによりなシことたかふ もおくれゐてこひつああらすはおひゆ むみちの まわにしめゆへりわかせ
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詠雨
吾妹子之赤裳桾之将染墾今日之課森爪 共所沽名わきもこかあかものすそをそめんとてけふの さめにわれとぬらすなあさかすみやますたなひくたったやまふなてせんひはわか ひむあまひとのこふれはなるとみるまてに
ゆ
とものうらわになみた るみるやまこえてとをつのはまのいはっ弾し
含
わかくるまてにふあみてありまて朝入為流海未通女等之袖通沽西衣錐干絶不乾あさりするあまをとめらかそてとほりぬれにしころもほせとかは す
に
とほくありてくもゐにみゆるいも いへなはやくいたらん ゆめくろこのとのうみにつりするあまのいさりひのひかりにいましつきまちかてら
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くれなゐのころもにほはしさきたかはたゆることなくわれかへりみむとしことにあゆしはし はさきたかはうやつかつけてかはせたつねむいもかそてわれまくらさむかはのせにきりたちわたれさよふけいとにはるまけてかくかへるともあき せにもみちのやまをこえこさらめや
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あさとこにきけはシるけしいつみかはあさこきしつ夢うたふ なひとけふのためとおもひてしめしあし きのをのへのさくらかくさき けりからひともふねをう へてあそふてふけふそわかせこ なかつらせよやかたをのましろ たかをやとにすゑか
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人艇》みⅨ肌の勘り脳雛を７よど＃恥じ
糸叩‐ｌ夙量あ〆ごけげ４挺み’八〃Ｈ孵咋１１ｔ
坐〃今‐人診ツ’〃皿杢哩《し。〃尚胞彰“いく望秒
卜？さたＬ辰ねＷ為り、＆吻人ハ可圦ＵＪＰ〉他症》１圭幽〔《ｌ／一山」』ん、Ｉ生ＷＩ少、瓠Ｕし‐４Ｊノラ１Ｊ学』多可、い〃のノムーリ伴い必Ｉふぷｗ墓刊ノつ１１馴〃』豹ｙｌ俳狩？を亀 底ｉに６卜肌逮育露命需見維寵を月潟驚吟諏駒棚胱ｗＷ帆岬Ⅷ杣州州伽川川側汽鎧万豚’＆附弐のやふりその進めず§急（７１倣片斑驚ろ。”トリ捻り行苧盗諭ソ側２勺１サ了爵６駒７人岬４参ｊ（；～Ｌ４パ瓜叩うめ杵：ＡＩ１２ｊｌｌｊろと詔
5ウ 5オ
黒
遠有而雲居が所見妹家示早将至歩里駒あさかすみやまずたなひくたったやまふなてせんひはわかこひむかもあしひきのやまか のせのなるなへにつきゆみたかくシもたちわたるわたつみにしまもあらぬにあまはらたゆたふなみにたてるしろくも かくはかりこひしくあらはますか夢み
（ママ）
ねひときなくあらま ものをあしひきのやみねのき夢すなきとよむあさけのかすみシれ なしもよくたちにねさめてを はせとめこシろもしのになくちとり もよく ちてなくかはとりのうへしこそむかしのひともしのひき けれ
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嬰縄〃五戦勘⑳種鰻恩〃卸掘鍾乃素小署皇ね崎ゆずＬ／↑フー１あ１１ジーら今７吟イｊら‐ウや”買ｊも、４坐（§隅砥７走拭まｂｔｊＫ冶班爪Ｉ７ｂｌ↑すん患”野鳥凧茅迄廊小峻辰診塾碕逮ぞ身愁婁暑粥
栽４Ｊ夕生
うぁ；好あ拳陰、ちつ丘、長？‐４ノワヘノムＬｚ〃，〃、恥ｌノ、ＩｍｖＤＬ’，‐空みう‐ノ、今ナレ絶ある巌企均有俣鋲を阿噛誉篭守永常国奇必呼了みりＩ〆＆Ｉ１Ｕ名Ｊあくも歩了あず紙とｊりみをソ～わ〃Ｉ弁りみ
あ１１典γ↓の杓刃ｆつふ７１１灸いま亨５１ｋの．ｒクハＪ６胸？アーゲュⅦｊの７月祁久わソーやロ‐７入…１１乳だうんや匪恢Ｊｊ４ｔ；）ｆゑうみう９ルーム’ず、４斗しみし
6オ6ウ
磐城山直越来益磯崎許奴美乃浜示吾立将待いはきやまたシこえきませいそさきのこぬみのはまにわれたちまたん春日野之浅茅之原示後居而其時友無吾恋良苦者かすかのシあさちか らにおくれゐてときそともなくわかこふらくは
（？。）
住吉乃崖示向有淡路島阿怜登君戸不言日者無すみよしのきしにむかへるあはちしま
（ママ）
あぁれときみをいはぬひはなみあしひきのやまちもしらすしらかしのえたもとをシにゆき ふれ弾はわかやとにさきたるむめをつきよぁみよなノー、みせんきみをこそまて
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ロ○四便咽ロロ垣“甸旧口画勺○０羽ロ咽勾●●畑．●９，０鈩恥０■ｇＺＪｏｏ９．．０皇や，１隣ｊ～み似Ｉら＃ぬ６１もん可のｉ肌どち・～て、と肌ハわ鳥苧の衿、秒ｊ～ＩＩＪの水やみわ典とめ″２－したう
荷
山虐毘夕心もｈ″４も〃１６んＡめあ小ちう
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1
，ぐ
わ６§ふう３も火イいもハくギムゥもる留め？～４１、イ４Ｆ～；＃と
、
どう人ざ３４う４』て濠１Ｊ妙久孝ア弓ｊｊか１１うし少伽批理のＺＰ弧琴総の辛噺ノ７１クヌ〃Ｋｒ肌泌、のい（〃７〃ハォ奥Ｚ泓樫ｌＬもノラ殉４４１ヶＺ３ 命肌ｌ久久ウーｌふたＬ型ｊ今，↑７のｊやＩ』坪４戸７ノーり １識ＩＪＩノワろふ、″し’４ノゥｒハジ、’の、〉八仏〕ｙし』弘恥這侮、ノ外Ｍい上ラ“ぬ巧’《’八ノー謎○川のＩ魅ｉｌろ今今典脇わゆ』て八５
み左うム！
鶏有舎耕？誰２釆樋鱒
｛も
7ウ 7オ
うぐひすのはるになるらしかすかやまかすみたなひくよめにみれともしもかれのふゆの柳 見るひとの つらにすへしもえにけるか百礒城大宮人之蒋有垂柳者錐見不飽鴨もシしきのおほみやひとのかさしたるしたり柳はみれとあかぬかもむめのはなとりもてみれはわ やとの わかこふるにほへるいもはこよひかもあまのかはらにいそまくらまくむめかえになきてうつるふうくひすのはねしろたへにあわゆきそふ山たかみふりくるゆきをむめのはなちりくるかもとおもひつるかもきのふこそ しはくれし はる すみかすかの山にはや ちにけ
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のザβ叔哩１１１１歩りし少やゆザワクｊｏ蝋涌購甫錐不皀兇人足鼠蔚轡阜ゼミ桧溌鵬ソ？；↑八冊くｆ四嶋冷ｊ仏とみ＃人の§がのく～ううとい＃９１ｊら， しぐｌｊ１，１ｆＪ＆１人ｈｆｊめいセク 孔〕４Ｊ粥巧＃Ｉ方炎（／らもＬ蝿迷い１イー 人ゆり土厩昇７Ｊいぃつｈｌｌｊ７Ｌのｊのあ の、弓ＩＬク？ふ 緒くわれｉＸ“１ ‐りとぎ、’弗脚か と処
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8ウ 8オ
さをしかの心あひおもふあきかはきのしくれのふるにちらまくをしもゆふされは へのあきはきすゑわかみ露にかれかねかせまちかたししらつゆのおかま をしみあきはきを参りのみをりておきや らさん
（ママ）
さをしかのつまとシふときにつきよみかりかねきこゆいましくら も のまゆしおもほゆるかも桜花時者錐不過見人之恋盛常今之将落さくらはなときはすきねとみる人のこひのさかりといまかちるらんとしことにむめはさけ もうつせみのよのひと みしはかなかりけるたつかねのきこゆるたゐに ほりしてわれ ひにあり いもにつけこそ
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9オ9ウ
かりもきぬはきはちりぬとさをしかのなくなる声もうらふれにけりあきはきにおけるしらつゆあさなノ、たまとそみゆるおけるしらつゆ明日従者将行乃河之出去者留吾者恋乍也将有さわたりのてらにいゆき ひあかこまかあかきをはやみこと舅はすきぬさシれいしにこまをはさせてこシろいたみあかもふ もかいへのあたりかもむろかやのつるのつ勘みのなりぬかにこシろはいへと いまたねなくにあすか夢はしたにこれ をしらすしてせなシとふたりさねてくや も
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10ウ 10才
なはしろのこなきか花をきぬにすりなる易まにノ、あせか畠なしけたまかはにさらすてつくりさらノ、に
》」ン
なにそこのこのこたかなしきむさしのにうらへかたやきまさてにものらぬきみかなうらにてにけりかみつけのさのシふ はしとりはなしおやはさぐれとわはさかる あすか鼻はせくとしりせはあまたよもゐねてこましを せはたちはなのこはのはなりかおもふなむこシろうつくしいてシあれはいかなつるきたちみにそふいもをとりみ
つ
かねシをそなきへるてこにあらなくにをやまたのいけのつ勘 にさすやなきなりもならすもなとふ りはも
38
今ｚｔ臓扇ｒりもＹｉ毛むｆｌのうう１７卜伍のＹｉ囎諦研を
肋Ｉ？～〃と，①やｉ淵″陥～＃ぬ＄〃切世ｒ威し叩蝉６Ｊ耐やん昨Ｌり〃－１～ｌあぜ’千２＄小吋＆岬くもの岬啄と①〃しわ協賜～今↓もｆ各；フ４肌、蜂４１脚↑ん次ｔおぎ１２尭辿渉診叩玖のゅＪノに盤１で侭ミノを ７？そ帆狐りろ４１、糸《本１嘩範ｊ》ｊ“即ｌ４ｊ４加叩イウハの、～４１歩肌
令あもｊ、３逵虻４Ｊり肉筆あ４０ヤ減イ↓５７：どドク～胴Ｖ？ｉｔ
｜”
凸■■◆４Ｆ・●殿シ・のに瞬く。邦～土くゅ、令乏
11オ11ウ
ゆふされはみやまをさらぬにぬくものあせかたえんといひしころはもたかきねにくものつくのすわれさへにきみにつきなシたかれともひてあさか弾たしほひの たにお へらはうけらかはなのいるにてめやもなかまなにうきをるふね こき なはあふことかたしけふにしあられはわかせこをあとかもいはむむさしの泌うけらかはなのときなきものをなつそひくう ひをさしてとふとりのいたらんとそよあかしたはへししらくものたえにしいもをあせシろとこシろにのりてこシはかなしけつむかのにすぁかおときこゆ むしたのとの弾なかちしとかりすらしも
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△狽叱。ｑ咀口勾唾面河一臼呵。●■砲詞憩、毎氾ザニロ毎餉■■旬５。－唾》・印刃Ｄ●訳’０．●今
謝らそゆ足いりγキト７りぬＬも？く、？う吟、
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土＃よ人跡脚於守たかり中伽や虫アイ鰹予売まＪ〆移Ｊり？名↓吟４余可溝久良旦鼠胡之爺沫告離浄赦久掛渉乃強鼠我久由捨伎巳許呂嫉み多臼；弗久Ｉめ労うＩのｆｊＪ〆りぇノも尭〆多１杓ワ４ゅっＪ１人李ｔ↓ともの、／帆、１１１ノ衿当７鯛１１勺ｉ入ＷＩ、、ｚｊｊ７の表ｆＩ毒農えっ矛…偽戦う訂糸鼻→ ～診Ｉ？蝸朽 １奴勺足坊とに‐２７～ ｉｊｎ圭一？ム吃
■
説もえ志．そ錨もｌう：』んし入患れた〆いめを倫覧胤陥ノリーャ鼻９４冷Ｉねをどし‐半 恥肌塔妬ｊり脾１、、‐制。ｔ，やマ乃明ノハ〃～マユＩ〆ｉよ基も？２方１４譜もも飢丘寺尭ぞ１－？＄Ｐｕ
12ウ 12オ
あつさゆみすゑはよりねんまさかこそひとめをおほ なほはしにおけれをやまたのいけのつ弾みにさすやなきなりもならすもなとふたりはもおそはやもなほこそまためむかつをのしひのこやてのあひは かはしこもちやまわかシへるてのもみ まてれもとわはもふな あとかおもふ 可麻久良乃美胡之能佐吉能伊波久叡乃伎美我 由倍伎己許呂波母多自かまくらのみこしのさきのいはくえのきみか ゆへき シろはもたしまかなし されにわえゆくかまくらのみなのきかはにしほみつなんかもシつしまあし らをふ ある おほ めこそかるらめこ巽ろはもへと
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圭一入双岬ｌ、ｆしり』１１““Ｉγ鋤ぞ爪／１Ｊ
㈲
今》１コ妓弘等ｆう‐孝寺了久悠厚ろ噌；璽依見秤錫亭Ｉ晩腸卿なみ妓多＃捌僻倫胞偽戸入抽も偲噌肌Ｙ，け質／Ｋ，りよ吹猟訴易ｎ７ａや弱ら坪●よ罵引風鰯う↑４ぬく炉凹ｉ胸ｆｆに
13オ13ウ
海原乃由多気伎見都都安之我知流
（？。）
奈示波添之波倍奴倍久診毛保由なにはつにみふねおろすゑやそかぬきいまはこきいといもにつけこそさくらはないまさかりなりなにはのうみおしてるみやに こしめすなへあめつちのかみをいのりてさ やぬきつくしのしまをさしてゆくわれは いまふたつかよはとりかせあかこシろふたゆくなもとな もは それひとみなのことはたゆとも にしなのいしゐのてこかこと えそねうなはらのゆたけきみつシあしかちるなに にとしはへぬへくおもほゆ
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14ウ 14*
こひすぁなりましつしも阿加等伎乃加波多例等枳示之麻加枳乎己枳示之布称乃他都枳之良須毛あかときのかはたれときにしまかきをこきにしふれのたつきしらすもあさな畠シシあかるひはりになりてしかみやこにゆきてはや へりこむいはのいもろわをしのふらしまゆすひにゆすひしひものとくらくも は なにはとをこきてぁみれはかみさふるいこまたかねにくもそたなひくくにノ、のさきもりつとひふなのりてわかるを見れはいともすへなし
（？。）
都乃久示乃宇美能奈岐佐示布奈余曽比多志塑毛等伎示阿母我女毛我母つのくにのうみのなきさにふなよそひたしてもときにあもかめもかもわか夢とのいつもとやなきいつも／、おも
42
６日ⅡⅡ００ＨＵＢ■日日■８０８日８８０９１
↑脳↓〉
茎主尹躍りi勺，「と
鵜峨芸
なZろ
皇ｔ申７奇辰賜１Ｊ狐、Ｊ牛７１わぉ’１１Ｊ舟〃”亀まＩＩＪ骸７１のを／帆りく＄ｆ４ｒ○つ玲、トース堵フや１７ル々ノーェトでｊｒ晶妙ふな隻〆貞窒を冊りそ ｔ』ｔうてノリｉゆくム″１７ ぐど、ふかで詮孝３坪くり１ｔ１の赤 丘も増血
t
墓
11:実 りI
わり必乞つら〃や〃１のや動ｑめ１式当弓ｆ４々ｌ轄勿ｊｊ６ やや鈴侭坤４Ｘ、ふじいやさ１１１６吋ワかも～ｌ尚４１０ば券の兵７ｎＡｊ Ｗｌのｉぐ仇み抄なり内乱誤ツｒうもみじ心４Ｊ、蜂ご／吟恥ｙ弧り！り齢、い其 Ｉ釣ノクｔ‐う嘘ごくい小、。ｌｌトムｒ側ハバばり、／ｎ；仇ｌ瓜￥」み客 ？１ダラ；何ｉ〃娼込いんん
15*15ウ
いるふかくせなかころもはそめましをみさかたはらはまさやかに見んさきもりにゆくはたかせとシふひとをみるかともしさものおもひもせすしものうへにあられたはしりいやましにあれはましらんとしのをなかくとしつき あらたま ノ、あひみれとあかおもふ みはあきたらぬかもかすみたつはるのはしめをけふのことみつとおもへはたのしとそお ふわかせこかやとのやまふきさ て はやますかよはむいやとしのはにやまふきのはなのさかりにかく こ きみをみまくはちとせにもかもこのくれのしけきを へにほと湧きすなきてゆくなりいまし らしもはつあきかせすシしきゆふへと む そひ、もはむすひしいもにあはむためあきといへはこぁろそいたきうたてけに なになそへてみまくほりかも
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16ウ 16オ
えむつとにこへはとらせんかひぁろふわれをぬらすなおきつしらなみいそのかみつまきをりたきなかためとわ
カプキ
かシつきこしおきつしらたまあさりすといそにすむ るあけゆけはしまかせさむみおのかつまよふも
の
いそよりもましておもふ たまう のはなれこしまのゆめにしみゆる あきかせにいまかノー、とひもときてうらまちをるにつきかたふきぬ
（ママ）の
あきくさにおはしらつゆにあかすのみあひみるものをつきを またむあをな にそて へぬれてこくふれのしふるほとにさよふけなむかやちくさにくさきをうゑてときことに
な
さかむはなをしみつ勘しのはむち蛍はシもはなにもかもやくさまくら
（ママ）
ひはゆくと さ鼻らてゆかむ
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衆競乾鵬林項犬騨‐陣纂ずふ心媒惟…猫のｉと手少矼踏Ｉｆ１冷郎？↓差も葡桷對吐亨グー卑冷火恥”もワメｆ’ん〃６喝ｌ乃多御出於蝦，を↓糖：今１１〆蒋司ｌみ”価γ“司総”虎〃ｌ仏ツ句１１》こＱｙｆＡ炉火童Ｉ浅参＃７のやｘ以聖悪呼動鞭ワム”竺郵咽 久切牽あ？人ツリ筆幻ムツら伽鉦」犠憲風、岡蔚波隼泌聡舞胤陥＃幽脇恥際霧渉少摩Ｆ１～１Ｋ胤確誌ｗり～｜『１Ｗ公削醜〉伽公ｉＡｖｋ起了？ｈ１，〃勘一や １４もつ亡唯月吻のｊ〃”辻こ７八札亜 ／ｆの圭詞１Ｊ駄‐ノーノペ＃場，４″農露死９９６〃●クＫｌ参りＪ１内外鵬勾八乳Ⅲソリ。や 《零必り馴噸月鳥司額抵愈村妙寿慰ぞ腿琴旨ヲＩ必や必ｊＭ嗽含 １ ｊ〃んし、伽７１編ツーＩＹ９０
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例衆籟暁興林頂老群源暮叩谷心寒蝿幸多在山
なのみして山はみかさもなかりけりあさひゆふひのさすにそありけるくものゐるこしのしら山おいにけりおほくのとしのゆきつもりつシみわたせは松 葉しろきよしのやまいくよつ れ 雪にかあるらむ兼盛
（ママ）
日脚波平孤島暮風頭岸遠客帆寒佐幹としことに花のか夢みとなるみつはちりかシるをやくもるといふらむいせみなかみのさためてけれはきみかよにふたシひすめるほりかはの つ朝候日高冠額抜夜行沙厚履声忙聯句みかきもるゑしのたくひにあられとも
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蓮：吟～ん写Ｊ３脚１４１やｆ↑樹ｉの同ｆｉＬ虹；も、あずＩ仇价＃ｆ小録鹸彬含聴甫噌腿狩羅室弓篭憾塚蓄晶鑑呼肋八Ｖ？こ届Ａ２″吟Ｉ胸もｒｆＩ柵ｉｋｌ助β冷？Ｉ心７坪虎Ｙま膳零＄向蝋藤岬陥壊匂蹟髭隆Ⅲ尿慮億糸帯パ云瀞やγ肌ｒ１ｈりが，り Ｙの紗Ｊ冶巧も
ｉ
ｉの勇冬殿方匂ｌ陥りＪ霞吟？＃纐刊１Ｊ＃§…Ｊ１やゾム乃腎Ｉｖ痘泳，？慮渥必ず？１Ｊ脇捜一己鰐永宥千卑夜償得難甦茶久擬
18ウ 18才
きみなくてあれたるやとのいたまより月のもるにもそてはぬれけりきみなくてけふりたえにししほかまのうらさひしぐもみえわたるかないにしへはちるをや人のをしみけむいまは花こそむか こふらし已終未習千年役侭得難逢一乗文保胤 我もこ塗るのうちにこそたけこ塾にたにひかりさやけきあきの月くものうへこそおもひやらるれ緑草如今緊鹿苑紅花定昔管絃家萱一亮いそ かみふるきみや をきてみれはむかしかさし易花さきにけり向暁簾頭生白露終宵床底見青天
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；ろも猯りずあけ．且匂凋恂づぞ吃施ｆ〃ｆ久繋胤像喫帖刈渉叩啄とげれず了Ｖ臥令了愈リィゥ妬縛夕薙ミ韓ご基投の惨じわ旦認みそ多賓軍を藍鼠逢雛纐ｆＩの１７りくｊ、揚權の鈴Ｚ，１１哩乞耽胤泌冬鶴飼麺測手芋雷桶港凋舎人寺騎墓も在丘亙４紅一手巡鼻７もそく壱参八〃辨矧が！ｆ句り、２かり八鐸→必脚卦而放り９“抑廻良惨と
ｊ
し鋤や《ハツ分封１１１Ａ，２を瘤のわ１人ｖ丁蛎ｉ睦恥沙認ｗｏ鼎身Ｍ健か“蓼臥の”″命切ソ－，△抄了Ａｌｌ二女勺多ャｆ習彰・とブー伽亭ｒ内Ｉヤ永吻
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鶴閑翅刷千年雪僧老眉垂八字霜為憲たらちめはかぁれとてしもむはたまの我くるかみをなてすやありけむ良僧正よの中にうしのくるまのなかりせはおもひ いへをいかていてましみわかはのきよきなかれにすぁきてし我なをさらにまたやけかさむ いつしかときみにとおもひしわかなをはのりのためにそけふはつみつるこくらくははるけきほと弾きシしかとつとめていたるところなり り阿縛多羅三蒻三菩提の仏達わかたつそまに名賀あらせ まへ犀誕補癖このよに 菩提の種をうへつれは
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鯛納涼
よさへふけなあまのかはシやく このわたりまてかは風のなっとも
（ママ）
いはすシしきは
はいる 七夕
程もあらし あきやきぬらむ
わたりね
ひ
テ
4－
ほしの
衛
門
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提 房い拘藍だ傭、
殉率・を享之乏李みぞ
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躍暑・准砂卜
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あまのかは秋の契の
ふかけれは
夜はにそわた
すかささきの橋
菊合此歌未定
白露のおくに
あはせてきくの花
しもにまされる色を
さためよ
八月十五夜衛門つきかけはいつもあかねと
今夜こそ
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〃ｖ６式３１４李奪
４ｚ雅少認汀ｊ牡
曽唱
些成談剰沙泌鍾劣溪修巧扱紗、ｌ外ええ這重弘鬼喰尭象必謬差群一心室画趣汲薑捲循ふ発奮り》…易ゾキ祖惣其』り肌順弘協ザ４１１１ノ時ふみ句物脾ｊ録塔也脇醗州淑静１１）し診必久認三挺了久珂
碕達零霊側鋒養蛾
繼濡
壷敦
22ウ 22オ
文政三年九月 流麗姻梛風致可賞体裁謄不必窮其為某々但採其世識者幸正焉可法者耳今寿梓而 好古字跡一得寓目諏硬黄摸上代歌詞能書極多応制題詠之外未見其下名姓者余秋のなかにもあは
〔習忘〕
竹窓森川世黄識 れなりけれ
〔竹隠居〕〔良翁〕
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仙拓〔延長八年以前〕近江御息所周子歌合二十巻本該歌合全文に相当。原本は中山定二郎蔵、萩谷説（『平安朝歌合大成』。以下氏の説はこの書による）の第七種の書風であり、群書類従。歌合部類・書陵部本等は伝称筆者を藤 公任とする。浪華帖仮名巻は直接原本によったものではなく、模写本からの模刻 される。②古今集巻四秋上二二九～二三二関戸本古今集切と推される 元来前田家に伝来した四八丁二○八首 残欠本であり、昭和二七年ころ分割、現在二七丁がまとまって関戸家に残るほかはすべて断簡となった。原拠資料そのも 確認しえてないが、寛政六年の『世尊寺法書」にもこれと同じ一七行分の模刻が存するらしもこれと同じ一七仁
古今集巻四秋上二二九～二三二
く、かなり古い時期に切られていた とになる。側古今集巻一春上三二、三三亀山切か。亀山切は丹波国亀山藩主松平家に伝来したもの。明治一五年の井口直樹模本によれば、巻一 二、四が残っていた。院政期 書写にかかり、時に紀貫之筆とも伝称される。③逸名家集近年報告された公実集（久保木哲夫「予楽 模写手鑑と家集切」リポート笠間一○）のシし と推される。なおこれ ついては別稿を予定。
解説
（付記参照）
⑤後撰集巻二春中六七、六八伝藤原定頼筆烏丸切と思われる。小松茂美『後撰和歌集校本と研究』には六七番詞書部分までの （里見忠三郎氏蔵。切番号一三が報告されており、該模刻が直接それに続く。小松前掲書には言及なし。
烏丸切は後撰集上巻のみで、下巻の伝存を聞かない。西本願寺本三十
六人集と同時代の写、巻八冬の断簡は伝称筆者を藤原行成としている。⑥古今集巻九驫旅四二（詞書の一部）、四一七（歌のみ）荒木切と思われる。荒木素白の旧蔵にそ 名を由来する切であり、巻一、二、六、八、九、十、十五、十 、十九の断簡が伝存している。やはり西本願寺三十六人集と同時代の写で、装飾料紙を用いている⑦和泉式部集Ⅱ八 九和泉式部続集切である。正集切 は料紙を同じくするも別筆、西本願寺三十六人集と同時代の写で も 二○・六×一 ・六糎程度 冊子本、空刷・下絵・色紙等の装飾料紙を用いている。
(9)
⑧古今集巻十一恋一五五○何切に相当するか未勘。
拾遺集巻三秋一九九
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本願寺三十六人集と同時代の写、冷泉辛銀砂子散らし、まま後書きの下絵あり。⑬治承二年右大臣百首『書苑』五巻四号に、神祇の部三首が浪華帖に存すと指摘のあるもの。西行と同時代の写で、時に五 切、郭公切とも称される 小島孝之「治ｈｕ計に型一七コ当モニ三七「Ｉ４ノ而上４ノコエこの部分に葦手書きはないが、葦手様歌切と思われる。⑫古今 巻二春 九四
手様歌切と思われる。
、 九 五
伝称筆者をやはり藤原行経とする『月影帖』（中’二）所載の切もまた、和漢朗詠集から和歌のみを抄写してい 。あるいはそのツレか。「古筆大辞典」 堺切と同筆のようでもあるが、断定はむつかしい。伽和漢朗詠集巻下雲四○九、晴四一五、
二九、竹（不載）、草四四○～四四二、猿四六七八、鶴四五二・四五三、風四○一・四○二
一 五 、
媚Ⅱ理エが曲那暉白屑量卸狛飼異語、１Ｊ 不』茂雄一宮一‐一ノ『夏蔭帖』三八の朗詠集切（関戸守彦氏蔵）帖」所載の切は打曇、金銀砂子散らしで、時代の写とされ 。⑩和漢朗詠集巻上春藤一三六何切に相当するか未勘。
葦手様歌切は西
冷泉為恭の模本が存在する 打曇、金
暁四二○、松四二七～四
猿四六一、管絃四六九、文詞四
に続くものであろう。「夏蔭藤原行成よりもかなり下った
⑰鯛寛和二年七月七日皇太后宮詮子聖麦合序・一～一三二十巻本、萩谷説の第一種甲類。模写本が京都大学附属図書館にあり（平松家旧蔵）、原本は静嘉堂文庫に現存す。同文庫刊「日本の 跡」に写真が掲げられている。 ⑭治承二年右大臣百首隆信朝臣集Ⅱ四八七番歌でもある。この歌の詞書に「後法性寺殿百首にあふ恋」と見え、右大臣家 のために詠んだものと知れる。雑賀美枝「兼実家十度百首について」（ノートルダム清心女子大学国文学科紀要二）は隆信朝臣集から推定して右大臣家百首 ことを示したが、この模刻 存在でそれが確認される。㈹後撰集巻九恋一五三○～五三八やはり白河切である。小松前掲書所収。⑮後撰集巻九恋一五○九～五二白河切である。五○九・五一○の 首については原拠資料が確かめられている（小松前掲書）。西行と同時代の冊子本 江戸で分割され がゆえ「江戸西行」の異称あり 承二年右大臣家百首の新出資料とその考察」（国語と国文学五七’一○）翠参照。
⑬珊承保二年八月四日摂津守有綱歌合五・六原拠資料は前田家旧蔵手鑑「浜千鳥」中の二十巻
「浜千鳥」中の二十巻
⑲千載集巻十七雑中一○八八、一○五三、一○八七藤原俊成筆日野切である。歌順不整及び字高の不揃いは断簡三葉を模刻したものか、あるいは模写本によったか。
日野切は俊成七○代の筆力充実した時期のもの、撰者自筆資料として
伝本的にも貴重。田村悦子「藤原俊成自筆千載和歌集断簡日野切の考察にも貴重。田村悦子「藤側伽元永二年七月十三日内大臣忠通歌合四五、四六二十巻本、原拠資料は前田家旧蔵断簡（萩谷説）。とその集成」（美術研究二三三）伽業平集Ⅲ一○伝藤原公任筆業平集切と思われる。未紹介断簡か。この業平集切は西本願寺とは別の三十六人 の分割さ たものであり、料紙は打曇もしくは白紙に金銀砂子散らし。同筆の資料として西本願寺三十六人集中の斎宮女御集、友則集などがある。伽後拾遺集巻十哀傷六○一（左註）、六○二（詞書）伝源実朝筆中院切と思われる。中院切はもと粘葉装冊子本、飛雲ある料
本断簡（萩谷説）。
に未収録。
側斎宮女御集Ⅳ七六、七七伝小野道風筆小島切であり、栗山家旧蔵の断簡を原拠とし（尊経閣叢刊国宝斎宮女御集解説参照） 『手か蛍み」六二にその図版が収められる。
小島切の名は旧蔵者小島宗真に由来する。粘葉装冊子本の原態をとど
める零本が尊経閣文庫に伝存している。飛雲ある料紙に雲母 散らし、書風は香紙切や小堀切に似る。西本願寺本三十六人集と同時代の写で、『大手鑑」は藤原行成筆と極めている。紙に金銀砂子散らし。院政期の写で時に藤原定頼筆とも称される。伽古今集巻十八雑下九三五～九三九伝小野道風筆本阿弥切である。原拠となったものの写真が『古筆大手鑑」二九に収められていて、両者比較するに、この模刻は虫損跡までかなり忠実に再現していることがわかる。本阿弥光悦の旧蔵ゆえに本阿弥切の名をもち、巻十二の大部分と巻十
六・十七の合装とが巻子本 して残っており、巻十・十一は戦後に分割された。布目打ち唐紙 具引きし、文様を雲母で刷る。院政期の写。㈱古今集巻十一恋一五二六～五二九伝源俊頼筆巻子本古今集切と思われる。
この切は元永本古今集と同筆、筋切ともごく近い書風であって、藤原
定実の手になるとの推測説あり。仮名序は巻子本のままで大倉集古館に
53
卿古今集巻十七雑上八九五伝寂蓮筆右衛門切であろう。木下右衛門康勝の旧蔵たるにより右衛門切側新古今集巻十二恋二二二三伝後京極良経筆小色紙か。もし然らば鎌倉中期の写となる。伝紀貫之寸松庵色紙である。原拠となったものの写真は日本名蹟叢刊『寸松庵色紙』に収められる。継色紙、升色紙と共に三色紙と称され、佐久間将監真勝の営んだ大徳寺寸松庵にその名の由来がある。布目唐紙に型文様ある料紙に散らし書き、二世紀後半の写か。2
古今集
巻四
秋上
一一一一一
7）
伽三宝絵詞中巻第二話東大寺切。小泉・高橋繩跡二宝絵集成」に紹介された山田孝雄校本に「前田家蔵二行」 あるものが、原拠である。
東大寺切は源俊頼筆と伝称され、粘葉装のまま八六丁分が関戸家に伝
わっている。唐紙に数種の型文様を雲母刷りし、墨界を引く。保安元年六月七日の書写奥書あり。 伝存し、巻十三は角倉家を出て現平瀬家蔵（冷泉為恭の模本あり）。「大手鑑』は藤原行成筆と極めているが、ずっと下って元永三年頃の写。唐紙・蝋菱を用いた華麗な典籍である。
側和漢朗詠集巻下帝王六六四、将軍六八九、王昭君七○五、妓女
七一八、遊女七二二、老人七三三、懐旧七四八・七四九、慶賀七七七、恋七 八、無常七九六、白八○四
棚と共に伝藤原公任筆太田切である。巻下を二軸に仕立てたものが掛川藩主太田家 来、その名がある。現在静嘉堂文庫蔵。ここに模刻されたものは、諸 分蔵の将軍六八九～遊女の部分と、静嘉堂蔵の二軸とにほぼ含まれるが、帝王六六四、老人七三三は原拠部分不明。唐紙 蝋菱に下絵のある豪華な料紙を用い、巧妙かつ奔放に写している。近衛家旧蔵断簡は藤原行成筆と極められるが 公任・行成の時代よりかなり下った頃の書写である。 伽古今集巻三夏一三八・一三原拠資料未勘。あるいは筋切か帥新古今集巻七七二三・七二四（詞書）原拠資料未勘。 の名がある。粘葉装冊子本の原態をとどめる巻十九の一帖が徳川美術館に蔵される（他に巻二、三が冊子のまま残っている）。墨枠を引き肉太の書風で重厚に写し 類筆に詞花集・千載集の右衛類切がある。従来素紙のもののみが知られていたが、藍色内曇料紙を用いた一葉が「日本の書４古筆Ｉ」に収められる。
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細万葉集巻三一○二～一○四・二二～二六・二二・一四三、
巻一四・一二・一四・一五、巻七一○九○・三八一・三八二・二八八 二八六・一二七一（訓）、巻十二三一六九、巻十九四一五一・ 一五三 四 五五・四一五七・四一五八・四一六三・四一四 ・四一三一・四一四九 四六 四七、巻七一二七一（本文）・二八 （重出）・一○八八．一○八九、巻十二三一九五～ 一九七、巻十二三一五 二三 ・一八 五・一八六・ 八 二・ 八五三・ 五 ・一八五七・二二四九 二○九四・二○九五・ ○九 ・二一三一・二 四四 二一六八 十二三一九八、巻十五三五四○ 三 四 ～ 五、巻十四三四九六・三四 五・三四九二 三五七六 三 七 三 七四三○・三五 三・三五一 ・ 五 三・三 ○ ・三 七九・三三八一・三五一七・三四三八・三三六五～三 六七 三四九○ 三四九二～三四九四（三四九二は重出） 二六 九 、巻 十三六二・四 六 ・四 六一 四三七 四三八○ 四 四三八 ・四三八六・四 八 ・四 四 二七 四四二五・四二 八 四 ○・四 ○三～四 ○ ・ 三二・四三一 ・四三二五、巻七二九六 一二 ・二九 二一一
元暦校本万葉集が原拠である。元暦校本は江戸初期に一五冊存したが、一冊供して一四冊となり、さらに補修に際して一二葉六冊分を割き有
栖川王府（高松宮）本とし、のこりは伊勢射和の富山家に伝わった。のち摂津俵屋、桑名 平家、酒井家、水野家、古河家等を経て現在東京国立博物館保管。模本としては浪華帖仮名巻の他、尚古法帖、和学講談所の精密な模刻（巻一、二、七のみ）がある。伝来史その他につい は、佐佐木信綱『万葉集の研究第二」『万葉情話』参照 こと。
飛雲紙に墨枠ある粘葉装、「元暦元年六月九日以或人校合了」の奥書に
より元暦校本の名を有す。平安時代書写の万葉集諸伝本中最大最貴 もの。卿和漢朗詠集巻下山四九五～四九八、水五一八～五二○、禁中五
二五～古京五二九、政宮五三六～五三九、仏事五九九～六○三、僧六○九～六一二
側でふれたように伝公任筆太田切である。禁中五二五～古京五二九 畠山記念館に、僧六○九～六一二は五島美術館に蔵され 仏事六○一・六○二は各々小松茂美「古筆」、飯島春敬「古筆大手鑑」に写真がある。あとは未紹介。鯛長元六年十一月雁司殿倫子七十賀屏風歌稿か。別に稿を改めて論じたい。（付記）②の関戸本古今集切の前半部分 写真が尾上八郎『歌と草仮名」
に収められていることを校正中気付いたので、ここに記しておく
。
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